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それは S=1の 1次元 ハ イゼ ンベ ル グ反強仏性体 とな り､ Haldane gap
を統測で きるか も知れな い と言 う期 待 もあ る｡

実験 は､ 極 低温 にお ける比熱､ 磁 化率 及び強磁場 磁化の測 定 で ある｡

zsM-23につ いて磁 化葦 では､ バ ル クの α-β転移 と思 われ る磁化率の と

び と､ 低泊で温度低 下 とともに減 少す る磁化率 とを税測 し､ 比熱 では 21(.付近 に

ブ ロー ドな ど- クを観測 した｡

強 磁 場磁化 ではVycor glass､ H-Yzeo rite､ ZSM-2

3と細 孔径の 減少 に対応 した磁 化の 系統 的 変化,か観 測 され た｡

7.非局所媒質の線形応答によるサイズ依存性

岡 田 健

半導体の励起子系は､波動関数が試料全体に広がっている典型的な非局所的媒質であ

る.励起子の書心運動が閉 じ込められ､サイズ圭子化された励起子系に対 して非局所

的取 り扱い【11,【21を行なって､線形理輪の範囲で光学応答を求め､そのサイズ依存性

を調べた.

はじめに､そのような系でしばしばなされる､誘電率を局所的な形に近似すること､

の妥当性を薄膜について考察 したところ､非局所的スペク トルを局所的近似で再現す

るには一部の振動子強度と減衰定数を負にとるという非物理的な操作が必要とされる

ことがわかった. したがって､局所的取 り扱いは､非常に小 さなサイズ領域を除いて

は不適当であることがわかった.

次に､長波長近似で考えられている薄膜中励起子準位の放射寿命幅 く吸収スペク ト

ルのピーク幅)の膜厚に比例 した増大は､非局所的取り扱いでは､光の波長よりはる

かに小さな膜厚領域で飽和することが示され､長波長近似の成立限界を与えることが

できた.微粒子の吸収スペク トル幅のサイズ依存性について も調べた･【31

最後に､短パルスを薄膜に垂直に入射 させた場合の時間的応答を考察 した.応答パ

ルス強度の時間的減衰が単一指数関数的になる条件は､吸収 スペク トルのピーク幅を

十分に覆 うエネルギー幅をもつパルスを入射させることであった.この減衰時定数から

求めた放射寿命幅 r,の膜厚依存性は､先に述べた吸収 tf--ク幅の膜厚依存性と同等で

あった.また､非放射寿命幅 r,tの方が r,より大きい場合も考察 したところ､単一指

数関数的な械蓑の起こる条件は､パルスのエネルギー幅が吸収 スペク トル幅(F,+F,I)
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より大きいということで､そのときの時間応答から求めた寿命幅は､確かに F,と rn

との和になっていた.
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8.La系高温酸化物超伝導体の格子振動と電子一格子相互作用

木 下 隆

電子 一格子相互作用が高塩酸化物遠伝尊休の錆物性 に及ぼす影響は､

最近の実験事実により再確認 されつつある｡実際､電子 一格子相互作用

によると考 えられるフォノン分散の異常が非弾性中性子散乱実験により

La3CuO■およびLa2Ni04で観測 されている｡ La2-XSrxCuO(M=Sr,Ba)におけ

る､電子帯構造 に基づ く電子 一格子相互作用の理論的研究 は､Weberを

始め幾つかのグループ によ り行われ ている｡しか しその後 ､非弾性中性

子散乱や種々の光学的実験 によりフォノンについての研究が進め られ､

より現実的なフォノン状態 を計算す るためのデー タが蓄積 されている｡

一方 ､電子帯構造 も､電子エネルギー損失分光などの実験 か らその妥 当

性が評価 され､また第 1原理か らのバ ン ド計算の結果がtight-binding

法により詳細に検討 されている｡そこで､蓄積された実験事実をふ まえ､

電子帯構造にもとづ く電子 一格子相互作用を再検討 し､フ ォノ ン状魅お

よび超伝導相転移につ いて､その効果を調べ た｡

得 られ たフォノン分散曲線 にはCuO〇八面体のbreathing-typeの振動

モー ドにソフ ト化が見 られ る｡その強 さはSr,Baの浪度 Xに依存 し､

X～0.08で最大となる ｡ Weberは､上記のモー ドの凍結 による構造の

不安定化 を示 したが ､今回の計算では､Xの全裸域で不安定化 は見 られ

なか った｡これは､Weberの計算ではバ ン ドのネステ ィングの効果が過

大に評価 されているためである｡
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